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平成 28 年度 第４回長野市文化芸術振興審議会 会議録（概要） 

日 時 平成 28年 10 月 25 日（火） 午後３時 00 分から午後４時 30分まで 

場 所 長野市役所第一庁舎５階 災害対策本部室 

出席者 委 員：金澤委員、齊藤委員、玉城委員、中村(礼)委員、松原委員、片桐委員、

鶴田委員、中村(柏)委員 

    長野市：事務局（文化スポーツ振興部文化芸術課）倉石部長、浅川課長、 

鈴木補佐、久保係長 

文化財課 青木課長 

《資料》 

資料１ 第二次長野市文化芸術振興計画（素案） 

資料２ 第二次長野市文化芸術振興計画（素案）（概要版） 

１ 開会 

２ 部長挨拶 

３ 会長挨拶 

４ 議事 

(1) 第二次長野市文化芸術振興計画（素案）について 

（事務局） 

<資料１及び２について説明> 

（委員） 

 意義のところですが、「子どもたちが」ではなく「子どもたちの」ではないか。また、

子どもにポイントを絞ったことも良いが、概要のところは多くの方が見るところなので、

「すべての市民」を入れても良いのではないか。 

（委員） 

 子どもだけでなく、前の文章の方が私は良かった。 

（委員） 

 再度、検討をお願いします。 

（委員） 

 文化芸術の範囲ですが、詩吟も入っても良いのではないか。 

（事務局） 

 文化芸術の範囲は、基本法で定めている範囲としている。基本法では、全国を通じて

統計を取れるなど、統一したものを示している。詩吟は、伝統芸能に入るのではないか。 
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（委員） 

 伝統芸能に入ると思う。 

（委員） 

 Ｐ12 の「賑わいあるまちづくり」が一番の課題だと思う。 

（委員） 

 「賑わい」に漢字とひらがながあるが、あえて使い分けているのか。 

（事務局）  

 総合計画も策定中であり、統一したいと考えている。 

（委員） 

 「交流人口」とあるが長野市の基本的な考え方なのか。 

（事務局） 

 一般的に、市内には住んでいないが、観光や通勤・通学で長野市に来る方を交流人口

を呼んでおり、市内に在住している方を定住人口といっている。文化芸術によって市内

に訪れる方も交流人口となり、様々な意味合いがある。 

（委員） 

 Ｐ13 のホール年間利用者数の目標値の内訳は。 

（事務局） 

 27 年度は、芸術館が無かったので、比較が難しいが、市民会館があった 21 年度の利

用者数が合計で約 30 万人であった。目標値の内訳は、芸術館が 30万人、東部文化ホー

ルが 3 万人、松代文化ホール 1 万 5,500 人、しなのき 7 万人、若里市民文化ホール 11

万 8 千人、中条音楽堂 1,500 人である。 

（委員） 

 ５年ごとに結果について評価を行うのか。 

（事務局） 

 毎年、審議会で報告をする。なお、計画は 10 年だが、指標は５年後の目標値となっ

ており、見直しが必要となる。 

（委員） 

 この計画は誰が見れるのか。 

（事務局） 

 広報誌へは、すべては掲載できため一部となる。市ホームページでご覧いただけるほ

か、各支所にも置く予定である。 

（委員） 

 基本理念ですが、市民は、この計画をどの程度判っていれば良いのか。 

（事務局） 

 前回までは少し長かった。創造し継承するは外せないが、目的ではない。税金を使っ

てまで、何のために文化芸術を行うのかを短い文章で表した。 



3/3 

（委員） 

 文化芸術には、作る「創造」だけでなく想う「想像」も必要だと思う。 

（委員） 

 基本理念を標語にするなど、市がこれだけ取り組んでいることを見せる必要がある。 

（委員） 

 どこの街にもあるものにならないよう最後に「長野」をつけてほしい。 

（委員） 

 基本理念は良いと思う。市民は具体的に誰が行うかと考える。我々にはそういうこと

が問われている。 

（委員） 

 良く表されていると思う。とりわけ、子どもたちに焦点を当てたのは、近未来におい

て重要である。あまりに社会変化が激しく、子どもたちの感性を守るために文化芸術が

必要である。これまで芸術館には、市民との協働による創造が欠けていた。一緒にもの

を作り上げていく過程が大切で今後のポイントとなる。その中で、ここでしか出来ない

ものを作り上げていく。 

（委員） 

 この計画の方針に向かってそれぞれの団体が力を出す責務を加えてはどうか。せっか

く計画を作っても人ごとで終わってしまう。 

（委員） 

 計画はどうしても総花的になってしまう。今回の目玉、計画の中で見せられないか。 

（事務局） 

 どう実現させるか、また相談をさせていただきたい。次回の会議では予算、メリハリ

をつけて見せる方法も含めてお示ししたい。 

 (2) その他 

（事務局） 

 次回１月開催の第５回で振興計画の策定は終了となるが、３月に審議会をお願いした

い。内容は、来年度予算と事業計画についてと子ども文化芸術賞についてご審議いただ

きたい。 

 また、計画ですが、部長会議、パブリックコメントで修正が入るが、事務局にお任せ

いただきたい。 

５ 閉会 


